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：米国REIT指数 ：複合(2.3) 

：産業施設(16.5) ：オフィス(5.5)

：ホテル・リゾート娯楽（3.9）

米国

: 国内REIT指数 ：住宅(10.2)  

：オフィス(45.6) ：商業・物流(44.2)
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情報提供資料
2024年3月4日

■2月月間騰落率：米国REIT指数*は＋2.0％と反発、国内REIT指数*は▲5.6％と大幅続落

■利回りスプレッド：米国は再びマイナススプレッドに、日本は4.0％台に拡大

■国内リート主体別売買動向：銀行が３ヵ月連続売り越し、投資信託が７ヵ月連続売り越し

日・米リート市場マンスリーアップデート

マーケット・レポート

2月は米国リートは反発、国内リートは3年2ヵ月ぶり安値に

※本文、図中の＊については、最終ページの＜用語説明＞をご覧ください。

※当資料の使用に際し、最終ページの＜当資料に関するご留意事項＞を
必ずご覧ください。

作成：運用戦略部 投資戦略グループ 冨井 桃子

図表① 日･米リート用途別指数推移

【出所】 ブルームバーグ、S&Pダウジョーンズインデックスの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

図表② 日米リート利回りスプレッド

図表③ 投資部門別売買状況

【出所】ブルームバーグの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

【出所】 Haver Analyticsの公表データに基づき、りそなアセットマネジメント作成

2月の米国REIT指数は景気軟着陸期待から前月比＋2.0%と

反発しました。長期金利が下げ渋りを続ける中、データセンターな

ど成長性が高い銘柄を中心に買い戻されました。用途別指数で

はホテル・リゾート娯楽（＋5.9％）、産業施設（＋3.5%）、倉庫

（+2.4%）の上昇が目立ちました。

国内REIT指数は前月比▲5.6%と大幅下落し、1700ptを割

り込みました。2月は国内長期金利が横ばい圏で推移したものの、

日銀の政策正常化が近いとの見方から買い控えられ、2020年

12月以来の安値をつけました。用途別指数は全て下落し、オフィ

スは▲5.5％と2020年10月以来の下落幅となりました。

①2月騰落：米国は成長期待で反発
日本は積極的な買い手不在で大幅続落

②投資指標：利回りスプレッド
日本ではスプレッドが拡大

③国内リート投資部門別売買状況

（2021年末＝100） （カッコ内は2月末時点の指数ウェイト、％）＊

銀行・投資信託の売り続く

（2/29）
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米国REIT指数の分配金利回りが4.2%前後で推移する中、10年

国債利回りが一時4.3％台に上昇し、再び利回りが逆転するマイナ

ススプレッドとなりました。

国内ＲＥＩＴ指数の分配金利回りは約4年ぶりに4.8％台まで上昇し、

対10年国債利回りスプレッドは4.0%台、対20年債は3.3%台に拡

大しました。また、国内REIT指数全体の純資産価値倍率（NAV）は

0.8倍台まで低下しており、割安感が一段と強まっています。

(指数分配金利回り-
国債利回り)

（2/29）

▲0.15
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国内リート市場の1月投資主体別売買状況では、海外投資家が12月

の80億円の買い越しから1月は96億円の売り越しに転じました。国内

勢は、銀行が▲108億円と3ヵ月連続で100億円を超える売り越し、投

資信託は▲63億円と7ヵ月連続の売り越しでした。投資信託について

は、新ＮＩＳＡの対象とならない毎月分配型のＲＥＩＴ特化型投資信託の解

約売りが続いていることが背景にあるとみられます。足元のパフォーマ

ンス低迷は日銀の政策正常化を巡る不透明感と新ＮＩＳＡスタートに絡

む需給悪化が主因と見られますが、利回りスプレッド拡大など投資魅

力が増していることから、早晩、切り返しの動きが期待されます。
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